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第一講　民　族　優　生

　　　　　　　　　　　　　一．緒　　　言

　生來の盲者，唖者，聾者，その他の不其者が感温的にその存在を績け得

て，天壽を全ふし得るのみならすその子孫の繁劇をさへ期待し得る事は人

類就會に於てのみ見ることの出來る仕合な現象ではあるまいか？

　かXる事象は生存競孚の露骨に行はれて唯強V・もの，力あるもののみが

優勝する動物界や未開人の聞に於ては見る事の出來ない長閑な朗かな風景

であって，實際慈悲の涙と同情の血潮とを豊かに包藏せる丈化人の心の奥

底から流露せる美はしV・世相の一つである事を何人も否定することは出來

なV・であらう。

　さりながら「現在に在ると云ふ事と」「將來無からしめやう」と云ふ事

とは制然と匠別して考へなければならぬ。現在世の中に生れて來た聾唖や

不具者を榮はることが人間の徳性の誇りであるとして，扱て未來に斯る不



　2　　　　　　　　　　　　　民　族　優　生

潤な者が産れることを防遇せんとすることに反封すべき理由が何虞にある

であらうか？　産れたものは仕方がなV・，充分に之を厩護しなくてはなら

ない。併しそれかと云って斯る可憐な者が生れ出つるのを防邊すべき道が

ありながら，室しく手を洪V・て成り行きに放任することは断じて賢明なる

人の取るべき道でな∀・。

　優生學即ち民族衛生學が必要な所以である。

　　　　　　　　　　二．然らば民族優生とは何？

　民族衛生と優生學とを組合せたもので，その内容は民族の優生學と云ふ

概念である。凡そ優生の思想とは，劣悪遺傳病的な人ftの産見は出來る丈

阻止し，優良健全な人ftの産見な積極的に漿働し，　Wt　k相侯って民族の人

口を増加し，その素質の向上を圖ることである。

　此D思想を歴史的に見れば古代の未開民族が病弱者や不其者を遺棄した

風習が既てその現はれであるが，夫れは軍なる生存競宰のために手足纒ひ

になる無能力者を棄てたのに過ぎなV・から眞の民族優生とは勿論かなりの

距離がある。之に封し民族の優秀性を維持する目的で同様の事を行った國

家として古代「スパルタ」を墾げる事が出來る。此虚でぽ嚴格猛烈な鍛練

を青少年1こ施して，之に耐へなV・者は敗者として全然顧みす，不具や虚弱

な兇童は容赦なく遺棄して居ったのである。此の方策は確かに「スパル

タ」國民の質を優秀ならしめたが乍遺憾数に封ずる認識を欠ぎ優良健全者

の多産奨働を怠った爲めに結局人口が減少してその繁榮は長く績かなかっ

た。

　その他古代「エヂプト」「6ンド」「ギリシャ」「ローマ」等はその民族

の上昇期に於て質に：も数にも何等適切な虞置を講じなかった爲めに致命的

な人口減少と素質の低下が誘農され，何れも等しく蓑亡の途を辿って行っ

たと云はれて居る。
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　勿論一國の滅亡にはその原因とする塵が極めて多種多様に亘る可き事は

云ふまでもないが，就中國力の源泉たる人的資源の枯渇が軍大な役割を占

める事は到底否定する事は出來ないのである。

　三二國民の人口増加と素質の向上を目的とする民族優生の思想が本質的

の重要性を持つに到ったものである。然し乍ら此の思想が眞に科學に立脚

して組織されて來たのは漸く近世の事であって十九世紀の後牛英人「フラ

ンシス・ゴルトソ」の努力に依るものである。彼は遺品の魚島が鳥類をも

支配する事を石三日して天才も能才も叉は凡人も言忌者も或はその他の劣悪

素質を有する者も総て先天的遺憾的に生れながらにして運命が決定して居

るものであり，後天的環境的の力は結局素質を攣更さす事は出雲なV・から

優良健全な人間を造り出すには何よりも先づ遺傳的淘汰の方法に膿るべき

であると立宿した。帥ち家系を調査して遺面的に優秀なものを選んで婚姻

すれば子孫は必ず優秀であると説V・たのである。之は實に劃期的の大主張

で，今日の優生學は蓋し之の時を以て創始されたと云ぽねばならない。

　　　　　　　　　　　三．無垢に於ける状況

　一，米國一一アメリカ合衆國でも略同時代から優生思想の動きを見る事

が出來るが此庭では遺傳研究所，優生記録局，等の實際的研究施設が設立

され，圭として遺傳家系の系統的調査と資料の蒐集及びその記録の整備保

存に着手して居たと云ふ事である。而してその後間もなく廿世紀の初めに

かけて「ベル，ダーベソ，ポート」等の諸家が二二，二二に於ける動植物

の品種改良の結果を人類にも亦同楳に適用出汁ると云ふ根本原則を確立し

てから此の地の優生學も初めて學術的の基礎を與へられ漸く隆盛に赴いた

と云ぼれてV・る。

　二，佛國一一フランスでは優生思想は尚極みて不振の状態であるがその

原因として卑げられるものは，第一に此の國は個人主i義の思想が根弧く浸



　4　　　　　　　　　　　　　民　族　優　生

潤して居る事であり，第二には出産牽の減少が鯨りに急激なる爲めに專ら

数の増加を圖る事にのみ重鐵が置かれて居るのである。從って古くから産

見奨働の施設があらゆる角度から剰す所なく集中實施されては居るが，そ

の何れを見ても一向に質を顧慮した黙が認められなV・事は，その一面の現

はれである。

　三，伊國一イタリーも亦人口問題には甚しい二心を示して居るが此塵

でも未だ具膿化される迄には相當の：巨離がある様である。その原因として

は此國で大きな勢力を有って居る奮敏の影響が最も：重要なもととされて居

る。；薔教は優生断種法り如き三二的理由以外の目的で人罷を傷害するもの

を神意に反する塵置と認定して批難して居るが，此の思想を敷衛すれば遺

傳的淘汰法は悉く行ふ可からざる事となる。「Eタリー」に於て質の問題

が閑却され勝であるのも此の偏見に禍される事が多い爲めと推察される。

第二講　塵藻の概要

　　　　　　　　　一．子供な如何にして出肥るか

　民族優生の基礎を回すものは遺三三である事は已に述べ7aLrりである。

依って薮に遺鱒の大略を講述せんとするのである。

　親の形質が子供に傳ぼる現象を三三と云ひ之の現象を知るに：は子供が如

何にして出來るかを知らねばならぬ。元來生殖には有性生殖と無性生殖と

の二通りがあるが高等動物では殆んど皆有性生殖で子供が出來る。翻ち卵

子と精子との合龍による塵の受精が異性爾者間に行はれ，それに依って出

i來るのである。

　さて我々の罷を構成して居るものは細胞で之には性細胞と髄細胞の二通

りがある。然し子供D形成に與るものは性細胞のみで盤細胞は我々の盟一

代限りで死滅するものであるが，反之性細胞のみは代々引き績き永久不攣
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のものである。丁度島細胞は言はf殿堂で性細胞はその奥深ぐおさまれる

本宮で永久不払に：親から子供へ直接傳はるものであって，決して髄細胞か

ら分化して出來たものではないb画品に考へて行くと最後には総ては受精

した卵の中にある事になり親が子を産んだのではなく卵が子を産んだと云

ふ事になる。換言すれば性細胞は蓮績して不死であり盤細胞はた§それを

保護するものに二過ぎなV’。

　さて之等細胞愈凡て核を有するが遣傳學の問題は憲法その核の問題であ

って，他・D部分は附けたりであると云ってよい。一時面諭に出する部分は

核よりも寧ろ胞質にありと云ふ入もあったが，然し今日一般般的には核に

あると見られて居る。その細胞核ぽ種々の成分から成って居る。今年を一

定D色素液で染色して見ると，よく染まる部分と殆んど染まらない部分か

ら成って居る事が分る。それで染まる方を染色質と云ひ核の分裂時には先

づ一本の系ナ傷悲となり次でそれが一定数に切れて所謂染色盟となる。而し

てその数ぽ生物の種類によって嚴重に定まって居る。例へば「ウニ」では

18個，鳩では16個，人間では48或は47個である。但し之の撒は盤細胞に付

てShあって成熟した性細胞即ち卵子や精子では染色盤は癌細胞のそれの牛

激しかなv・。曲れは性細胞は威熟に際して減数分裂をやるからである。そ

れでは何故成熟した性細胞は染色膿を孚数しか持って居らぬかと云ふと，

それは受精によって雌雄函性の核が合一し，その激を元の膿細胞数に回復

する事になるからである。如斯くにして途に一新個艦が叢生するに至るの

である。以上の過程を見るに凡て個燈はその真直から核の牟分宛が相寄り

相合して出來たものである。

　之れを人間に就て見るに女性ではその細胞内の染色盤は48個なるが之は

各々封をなし自P’ち24封で，男性では47個で23封十1である。之を顯微鏡下

に爲し出して見るに23樹十1の1は形態上己に他の染色盤とよく匠別する
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ことの三下るもので，之をX染色豊又は性染色髄とも云ふのである。帥ち

男女の性は之のX染色壁の教に依って決定されるからである。帥ち人間に

於ては染艦・蟷凹しく調べ硯・どi難器之が姫の瀧

從って卵子に混晶・れ・染色燈の排・・Jであ・・反三論器鯛蜘

胞，從って精子に於て見られる所の染色豊の排列である。

　性細胞が成熟した際は畑鼠分裂の結果，卵子は凡てX十23なるも精子

には二様が生する事となる。郎ちX十23とO十23である。由って受胎

の結果は（X十23）十（X十23）と（X十23）十（0十23）の二様となる。而し

て前者は女となり後者は男となる。即2Xは女を現はしXは男を現はす事

となる。而して大敷の法則から此の世に生れ出る男女の蜘ま互に相等し，

それで若し赤ん坊が毎年200萬生れるものとすればその内100萬は男淺り

100萬は女である。その鮎から見る時は一夫一婦たるべきである。

　　　　　　　　　　　　二．遺　傳　因　子

　撫で子供が親から何かを先天的に受壷ぐとすれぼ，それは凡て染色賠に

含まれて居らねばならぬ。即ち此の染色膿こそ遺溝隠の中心的役割を演ず

べきもので，一つの染色膿には普通多徽の遺傳質が附着して居るものであ

るこの遺馬出を遺傳因子と云ふのである。帥ち乳親の形や，能力や，性質

や，訣陥が皆之の因子によって子孫に傳はるのである。而してその直り方

の法則を二見した者は畑鼠の片田舎に生れた一牧師Mende工で今日の實

験遺二心の建設者として，進化論のDarwinと共に生物學皮に不朽の名

を淺したのである。

　Mendelは自分り教會の垣根に植：えてあった赤白のスヰートビーに就て

交配實験を行ったりである。即ち赤花のスヰートピーと白花のそれを交配

して翌年得た廣りものは赤花のみであった（離種第一代（F，））更に如斯に

して得た雑種の赤花同士を交配して見た虞その翌年に生じたスヰートぜ一
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は赤3白1の割であった，而して此の赤の中1は純型で2は雑種である事

が將來の實験で明かになった，帥’ち雑種第二代（F2）で赤1，白1の純型

が分離して來たのである，今之を圖表式で現はせば，
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　此の實験を基本に：色々な實験を行ひ絡に一定

の法則を建てたのである。

　1．優劣の法則．2．分離の法則．3．猫立の

法則，之れをMendelの法則と云ふのである。

　之れを人間IC就て見れば茶色の目の人と青V・

目の人とが結婚して一子をもうけたとするとそ

の子供に：は一方から青V・目になる遺傳因子と他

方から茶色の目になる遺傳因子がやって來て結

局その子供の目にはその色の一方が現はれ他方の色は一時浩むのである，

然る時はこの現はれる方の遺傳因子を優性，表面に現愈れぬ方のものを劣

性遺傳因子と云ふのである。

　反之爾：方の遺傳因子が平等で優劣のなv・場合はその中間型となる，例へ

ば黒ソ坊と白人とを二親に持つ子供はその雑種第一代としては荻色の皮膚

を持って生れるのである。i次に此の三種第一代目の友色の皮膚の二人が結

　　　　　　　　　　　　　　　婚したらどんな事になるかと云ふに實に
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面白V・法則的な結果を生するのである，

之を分り易く圖解して見ると岡に依って

明かなる如く双方から白球が來る場合一

同，一方から白球，他方から黒球が來る

場合二回，双方から黒球が來る場合一圓

の比を爲すのである（1：2：1）之は因

子に優劣のなV・場合であるが，先きの青
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い目と茶色の目との場合の如く青，茶色の因子に優劣のある場合は圖の中

央の二つ7）次色の部分が優性因子によって表現せられるのである。從って

出産子供D比が（3：1）となるのである，つまり優生の方が3，劣性の方

が1と云ふ比になるのである。

　以上ぽ封の形質が箪一な場合であったが若し封の形質が二封ある場合に

は少し復雑になる例へば雑種の蝿を捕へて，その二封の形質（1）羽の長い

のと短いのと，（2）盤色が赤いのと黒V・のと云ふ具合になると，その雑種

の間に生れた子供の比は（9：3：3：1）となるのである。

　一般に樹の形質が軍なるときは軍性雑種二封のときは爾性雑種，以下三

性病種，多性雑種と云ひそれ等の場合の雑種第一代の遺子子型，第二代の

生殖細胞の種類並に表現型の分離比は次表の如くである。

纈・種類IFIノ欝子型．

翠性聯i種　　　　Aa

爾性雑種　　　Aa，　Bb

三性癖砿。51cc，

　　生殖細胞「；
　Fノ　　　壷種塾実．
q
　　　2L

F〆表現型分離比

　3：1

1　9：3：3：1

（3＋1）　i

2：’

23 27：9：9：3二3：3：1

（3＋1）2

（3＋1）3

多性雑種Aa，Bb，Cc，Dd・
　　　　　E

　　コ　　　　　　．

2n　13n：n3n－i：　1irl｝［li：1”：　2i）　3n－2：　i」　：1（3＋i）n

　「メンデル」の法則の再磯見後V・ろいろの恋知益者の實験により「メン

デル」の三法則＝優劣の法則，分離の法則，猫立の法則＝とも例外がある

ことが分って來たし，その理由も現在では読明されて居る。此の内面立の

法則は例外の方が多く寧ろ例外の方が普通の様な感がある之は遺傳因子の

蓮鎖によって起る現象で，帥ち同一染色盟に座を占めて居る遺山子は相絆

って親から子に傳はるから（F2）での分離iは猫立の法則に：合はない・例へ

ば雨性雑種の場合lrc（F、）（Aa　Bb）で減数分裂に依って生殖細胞が作ら
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れた時AaとBbとが別の染色膿に座を占めて居ると正常の分離をして

配偶子はAB，　Ab，　aB，　abの四型を示しF2の分離比は（9：3：3：1）

となる，庭が同一染色膿上にAとBその相同染色膿上にaとbとが

座を占めて居ると配偶子はABとabとの二型丈しか作られなv・，それ

でF2の組合はAA　BB：Aa　Bb：aa　bbが1：2：1となり，その表現

型は3：1に分離する事は既に述べた通りである。

　凡て遺傳性D形質ぽ父方の要素と母方の要素の双方が一緒になったもの

である，而して現在現なれて居る形左現象型（表現型）と云ひ，之を分析

して父方D形質と母方D形質とに分けて考へた場合を因子型と云ふのであ

る，自口ち現象型は爾親からの因子型の複合艦である，此の際一方から來た

要素帥ち遺傳因子が他の要素を覆ひかぶす様な時はその優った方が現象型

として表面に現はれる。而してその優た方を前記の如く優性（D）と云v・

覆はれて表面に現ぼれぬ要素（因子）を劣性（R）と云ふのである。その

大略は既な前に述べた通りであるが以下今少し分類的に述べん。

　　　　　　　　　　　　三，遺傳の種類

　優性遺傳一人間の遺博性崎形中多指症（例へば六本指）を例にとって説

明せん，藪に六本指の男が居たとする，然る時は此の男の六本指と云ふ性

質はその爾親の双方叉は一方から貰ったものである，庭が實際世間では斯

る崎形同士が結婚すると云ふことは殆んどなV・，依って本四も一方の親か

ら遺傳したものと考へる，扱て六本指の因子をAとし，さうで拠（正常

の五本指の因子をaとする，此男の爾親D一方例へば父親が六本指であ

ったとする，然る時は父親り方からAを貰ひ母親の方からaを貰ひ本人

はAaと云ふ因子型である諜である。然るにAと云ふ性質はaと云ふ

性質を覆ぴ被せて現在表面に現はれて爲めに此男は六本指の人聞一一現象

型となったのである。然らば此男の精子はどう云ふ性質を持って居るかと
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云ふとAaから減数分裂に依ってAとaとの二種類の精子が同数一二

るのである，今此男が正常なる女と結婚したとする，此の女の卵子は皆a

である此の夫婦から生れる子供は圖の如く六本指の子と正常（五本指）な

子が同数出來る，即ち50％の割になって居る，此の六本指の子が成長して

正常な女と結婚すればその子の牛沼は又六本指となる，反之五本指の子は

威長してもその精子又は卵子は正常（五本指）な因子しか持って居ないの

で正常な人と結婚すればその間に出立た子供には最早や六本指の子供は絶

封に：生れぬのである。

　　　　　　　優性澄傳1ノ模型
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　劣性遺傳一白子と云って全身の皮膚に色素がない二三がある。此の白

さぽ西洋人の白さよりももっと極端で毛髪も眞白であり，眼も色素がなV・

爲め瞳孔が赤く見える。此の病氣は劣性遺傳である。
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　今白子D因子をWとし正常の因子ig　Nとする時は白子と云ふ現象型が出

來る爲めにはその因子型はどうしてもWWでなければならぬ。自pち父か

らも母からも白子の因子たるWを貰って白子になるのである。若し一方か

ら丈Wを貰v・他方からNを貰ったとするとWNとなってNと云ふ性質は

Wを覆ひ被せるから外観上健康な子供が出女るのである。今斯様WNな

る外観上健康でぽあるが白子の遺傳因子Wを有する男が同様外観上健全で

はあるがWNなる因子型の女と結婚したとすると前者の精子にはWとN

との二種類があり後者の卵子にもW，Nの二種類があるからその間に出來

る子供は｝4の割に白子が生れ％の割に健杢な子供が生れる。即ち25％の割

　　　　　　　劣性遺：傳模型
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に白子が生れる。非白子の％の内弘は然し白子の遺傳因子を有するもので

ある。斯くの如く劣性遺傳病を傳へるのは病人丈でなく外観上健康な者で

その因子を傳へる者が存在する。さて斯様な劣性遺傳病の病人は墨汝從兄

弟同士の結婚に：際してその子供に出現する。何故ならば隠れたる遺傳病の

素質，即ち劣性因子が何代もの闇表面に現はれすに一つ家剰こ傳はつて居

るから此の家系内の從兄弟は爾方共に此の因子を有して居る率が多V・から

たとへ本人同士及びその三親同胞に外槻上病入がなくとも彼等の聞の子供

に極7）割に遺傳病入が出來る課である。穿ち血族結婚は無V・二三を作るの

ではなく隙れたる三物を外へ出すのである。

　俘丁丁傳一若し病的因子が性染色髄（X）にあれぼその遺傳は當然性別

と特別な關係を有する諜である。之を野性遺志と云ふのである。

　絆性遺傳にも優性，劣性の場合がある。帥ち俘性優生遺傳，絆性劣性遺

儀
　件性優性遺傳　　今日までその實例が少ないので略す。

　二丁劣性遺傳　　此D場合女はこ二個の性染色艦（2X）を有する爲め二個

の病的因子が揃はねば叢病しなv・が，男は（X）を一個しか持たなv・から一

個の病的因子で磯病する事となる。從って伴性劣性遺傳は男子に病者多く

女子に少なV・。之の好例として西洋に多い血友病並に日本人に多い色盲が

ある。今血友病の男が居たとする。然らばその因子型はXO（遺傳因子ヲ・

デ表ス）でその精子はXと0との二種類になる課である。此の男が健康

な女子と結婚してその間に：出來る子供は圖の如く女の子は病氣の因子を一

つ持つが此の病氣は前述の如く劣性である爲め畿病しない。反之男の子は

全然健全で遺傳因子を持たなv・。今若しかxる女の子（帥ち因子型（XX））

が健康な男子（XO）と結婚すると血反病或ぽ色盲でぽなv・がその因子を持

つ娘一人と全く健康な娘一人と，二三の，駄子一入と健康な息子一入と云ふ
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割合に子供が出門るのである。之を言葉で表せば租父の血友病或は色盲が

娘を通じて孫の男の子の呼数に遺貸する。

　伸性劣性遺傳ノ模型
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　　　　　　　　　　四．二二因子は未磯の蕾である

　遺傳質は蕾である。未磯の状態である。Vの未熟の状態にあるものに環

境の力が働きかけて，それを或程度迄良くもすれば悪しくもする事が出來

るのである，三二その本質は依然として攣化しない，それは丁度人間の身

膿に於ても同じ事である，髄重であるとか，身長であるとか，内札したり

或は榮養を良くしたりすることに依って相當の程度迄攣へて行く事の出來

るのは言ふ迄もなV・が，それだからと云って遺傳質が榮養の如何により或

は運動の如何によりて攣る事は絶封になV・，丁度玉には玉の本質があり瓦
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には瓦の本質があって如何に磨けばとて所詮は奇麗な瓦に過ぎないのであ

ると同様，その個人の有って生れた素質と去ふものが榮養をよくするとか

しないとかにより或程度の現はれ方に違ひが起ると云ふ事に過ぎないので

ある，然し又中には全然左檬な環境の影響を受けないものもある例へば前

述の色盲の如き之である。

　入聞をして人間たらしむる所の最も大切な問題は智力の問題である，此

の智力の問題は廣く云へば精神の關係に就である，而してこの精紳の關係

に就ては特に遺傳と云ふものか力の無い様に考へられて居たのである，如

何とならば精神の酸達は實に長い道程を辿って行はるXもので最も憐むべ．

き歌態の赤ん坊として生れた人間が段々と歳月を経過する間に智力がHT盛

になり最も高V・地位迄進んで行くのであってその磯達の道行が非常に長い・

此の道行きが長ければ長い丈け後天的に外からの影響を受ける二三が非常

に多いのである。三下か昔から智力とか精紳生活の問題に就ては有って生

れた所の素質ぽ同一であって，而してそれに働き掛ける廣い意味に於ける

敏育環境の如何によって美しくもなれば悪しくもなると云ふ廊て誰れしも

考へて居たのである，孔子も「性相近，三相遽」性即ち有って生れた素質

と云ふものは誰れもさう逮はなV・のであるが然しながらそれが愚かになっ

たり或は賢くなったり，或は善くなったり悪しくなったりするのは全く

「習」である。印ち教育の如何，環境の如何によって惹起するものである

と云はれて居る，諺にも「氏より育ち」と云って居る，さりながらよく調．

べて見ると精神の方面に於ても確かに丁丁と云ふ事が非常に大切であると

云ふ事が二丁立謹される様になった，例へば非常に傑出した天才偉人と云

ふ人の系圖を調べて見ると矢張りその系圖に於て傑出した人が澤山出て居

ると云ふ事實を見る事が出來るのである，野際に於て我國では頼家一族の

如き，或は伊藤仁齊の五人の子息所謂「伊藤の五藏」と呼ばれるものの如
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き，殊によく引き合に出さるXのは有名な作曲家「ヨハン，セバスティア

ン，バッハ」の家系である，「バッハ」は先妻との聞に六人，後妻との間

に十三人都合十九名の子供を持つたが，先妻の六人の子供中五人が男でそ

の三人は矢張り優れた作曲家になって居り，後妻の十三人の子供の中六三

が男でその内二人の優れた作曲家が出て居るのである。叉三二に遡って考

へて「バッハ」の父親を見ると，此父親が非常に優れた作曲家であり，叉

その一丁ち「バッハ」の二三に借る人が優れπ音i樂家であった。

　「ゴルトン」は百萬人中に：二百五十人帥ち四千人に一人しかないと云ふ

様な知名の人を選んで，その四百五十人，三百家系に就てこの人kの父母

なり兄弟なり或は子供なりにどの位知名の偉人を出して居るかと云ふ事を

統計的に調べたのである＝（「遺傳的天才」と云ふ有名な著書）＝之の「ゴ

ルトソ」の研究に依ると．四千人に一人しかないと云ふ知名の入の百人は三

十一人の知名の父を持ち，四十人の知名の兄弟，四十八人の知名の子，十

七入の知名の組父，十四人の知名の孫を持って居る即ち四千人に一人しか

なV・位の標準の偉人か上述の｛Sill合に於て知名の父なり，子なり，祀父なり

孫なりを持って居ると云ふ事はその遺傳的弓係が一般人に比して非常に濃

厚である事を物語るものである。又猫逸の二大學の心理學教授「ペーテル」

は344家系ユ亙6⑪入の児童を材料として児産の成績と：父親及び母親の威績

とを比較して，どんな智能的遺子があるかを調べて居る，それによ為と

智力の優秀さが遺傳すると云ふずが分つたのであって親の早二三の良いも

のは子も矢張りよい黙であり又親ばかりでなく租父母の威績のよV・者は

孫に迄影響して孫の手三下をよくして居ると茸ふ様な三二が見られたので

ある，斯様に親と子供の間に力業威私の比較を取って見ると矢張り優れた

子供は優れた親から，低能の子供は低能の親から出て居ると云ふ立派な讃

擦が見られて居るのである。
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　此の關係はオランダに於てもrハイマンス」及「ウ6ルスマ」に依って

478家系，1541人に就て非常に詳しく調べられたが矢張り同一の結果に達

して居る．殊に面白いのは「ペーテルス」及「ハKマンス」等の研究で父

と母との執れが智能的遣傳が濃厚であるかと云ふ事で，母からの遺傳が濃

厚であると云ふ結論に達して居る事である。皇口ち智力の關係に於て一一ts縁

の薄いのは生憺と息子と父親であって次に父と娘，それから母と娘は最も

濃厚である之を数量で表はせば，一番縁の薄v・父と息子の遺傳關係を100

とすれば，

　父と娘112，母と息子130，母と娘170の割である之の詮明も亦X染色罷

に智力に關係する遺傳質があると考へれば解決される事である。

　今日では樹進んで人間の二野を決定し生の脅威に罰して根強く生命を擁

護して行く爲めに必要な性質を呼び起す爲めの遺傳質が此のX染色罷の中

に共存して居ると云ふ事が分つた。而して左様なXを女は二本持って居る

から女は男よりも長生きする機會が多V・，野際野晒の關係を調べて見ると

男と女とでは非常に違ふ，例へば90歳以上の高齢者の統計を取って見ると

西洋でも日本でも女の方が遙かに多V・，更に又最初十萬人宛生れた智見と

二見とが毎一・4i間に幾人死んで幾人生き淺るかと云ふ所謂「生淺表」を持

へて見ても矢張り女の方が遙かに生き淺りが多V・。

　　　　　　　　　　　　五．遺傳か二丁か？

　さて最後に遺傳に重きを麗くか，それとも敏育に重きを置くべきかの問

題に就て一言せん，此の問題に付ては重要な二二がある，帥ち双生見の研

究である。

　抑も双生見と云ふものにはこ通りある。一つは一卵性双生見，他は二卵

性双生見である。二卵生とは普通卵子は四週聞毎に一つ宛出て來るものな

るが時に二つの卵子が同時に出る事がある。而もその各汝が受精して別々
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に褒回した爲め双生見となったもの，一卵性は一つの卵に一つの精子が入

り本來一入になるべきものが二人になったもので，自口ち一個の卵が先づ二

個に分割されてその一つが左牛身を形造り他が右孚身を造る運命を有する

が或原因から互に分離することにより双生兇となったもので，從って此の

一卵性双生兄では素質的に見て元來一人になるものでああるからそり遺傳

質は全く同一である。從って外景，性質全く相似て普通見分けのつかなV・

もので必ず同性である。反之二卵性のものぽ全く普通の兄弟關係で只同時

に出來たと云ふ丈の差で，從って異性であってもよく叉顔，形，性質等も

普通D兄弟の如くである。そこでこの双生見が遺傳と環境の敦れが重きを

回すかを研究するに最も良き材料となる。自1ち素質の同じ一卵性双生見を

違った環境に置いてそD二人の身盟或ぽ精神の蛮達の違ひ：方を調べたり，

或は二卵性双生見を同じ境遇に置V・たり，或は違ふ環境に置いて育て，そ

の身心D護達つ違ひが如何であるかを調べて見ると前述した所の大切な問

題を決定する所の鍵が與へられるのである。

　身豊的に非常によく似た双生児，随ってその中に：ぽ一卵性が多数を占め

て居る所DものX間に於ける智力の相關係数は十〇・9であって非常によく

似て居る。兎に角身罷的に非常によく似寄って居る双生見は智力D上から

見ても亦非常によく似て居ると云ふ結果になるのである。次に同性の双生

見の相關係撒ぽ0・82で前の場含より稻々低くなって居る。之ぽ同性の双

生児中には幾分二卵性も雑って居るからである。次に確かに二卵性である

異性双生見の智力相關係数は0・59であって普通の兄弟のそれと略同檬で

眼の色とか髪の色とか顔容とかに於て兄弟聞に：示す所の相關係数であって

精神の遺傳も亦身謄遺傳と同一程度に行はれる事を物語って居る。伺ほ親

と子との智力相關係数は0．31，從兄弟姉妹は02，父母と孫では0・15，で

ある。
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　上述の如くであるから素質的に同じである一卵性双生見を同一境遇に育

て，或は素質的に違って居る二卵性双生児を同一境遇に育てXその双生見

の兄弟同士の違V、：方が如何であるか，或は叉違った境遇の下に育つた一卵

性双生児と同じ境遇の下に育つた二卵性双生見の兄弟同士の違ひ方が如何

であるかと調べて見れば境遇が：重きを濡すか或は遺傳質が重きを爲すかが

制定出來る。

　1931年米の心理話者「ヒルシュ」が確かに一卵性双生兇或は二卵性双生

見に二品槍した虞に：よると同一境遇に於ける二卵性双生児間の智力の不均

差と，一卵性双生児間の智力の不均差を比較するに前者の違ひ方は13．8回

目に後者は僅かに2・3である。即’ち境遇は同じであるのに二卵性の方の差

違愈一卵性の差に比して約六二も大である。部ち素質が同一である者では

智力も亦よく似て居る。次に同一境遇に育てた一卵性双生児と境遇を異に

して育てた一卵性双生見を比較して見る。帥ち素質は同じであるが環境を

異にした場合の智力の相違は前者2・3，後者3・5で大した差異はない，要

するに素質が同じであると假令之を違った境遇の下に於てもその違ひ方は

非常に嘩かであり，反之素質が異って居るとたとへ同じ境遇の下に於ても

そD違ひ方は大で前者の略四倍である。帥ち智力の上に於て有って生れた

：先天的の素質が大切か或は後天的の境遇が大切かと云ふとどうしても境遇

よりも素質が大切であると云ふ結論になる。

　二一の犯罪學の研究家「ラソゲ」によれば犯罪の結果監獄に這入って居

る者D中から双生児を選んでその片割れを調べて見た所13組の一卵性双

生見と17組り二卵性双生見が見附かつた。今一卵性双生見に就て調べて

見た虞では一：方が犯罪者である者13人の相手の中10人は矢張り犯罪者で

あった。斯くて一方が犯罪者であると今一方の片割も犯罪者であったのみ

ならす，その犯罪D手n，法廷に於ける態度も全く同じである事が分つ
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た。例へば一卵性双生児の一方は江戸，一方は長崎と云ふ様な違った境遇

に在った場合に於ても一方が犯罪者ならば他の一方も矢張り犯罪者である

が加之その犯罪の動機，遣り方も皆同じであった。犯罪と云ふ檬な極めて

複雑な出來事に於ても有って生れた素質が如何に大切であるかを示すもの

と言はねばならぬ。次に二卵性双生見の場合を見るに17組中15組は一入

は犯罪者であるがその片割は犯罪者でない，残り2組は二卵性でありなが

ら爾方共犯罪をやって居るが，併しその罪の種類が全然異って居る。斯様

な繹で犯罪者と双生見の關係に去ても素質が如何に重きを爲すものである

かが明かとなった。

　以上の如く精神の問題に就て考へても遺傳と云ふ事が確かに大切な意味

を持って居るのであって結婚と云ふ問題に就而その意義を徹底的に三二し

猫り自分自身の幸福のみならす一家の幸鵬であり引V・ては一二一品會の幸

爾を齎さうと云ふ場合に於ては如何にしても素質と云うものを等閑に附し

てはならないのである。一盤「遺傳か教育か「」優生學か優三二か」と云

ふ事が喧しく論ぜられるが教育と遺傳とを封立的に考へるよりも「遺傅と

教育」と相挨たなければならぬものと云ふべきである。


